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カトマンズ盆地はネパｰル･ヒマラヤの中央東寄り

の小ヒマラヤ中に位置し平均標高1,350m面積400

km2の小山間盆地をなし先カンブリア時代～デボン

紀のカトマンズ累層群(KathmanduComp1･x)とそれ

を覆う第四紀の陸水成堆積物とによって構成される.

第四紀の陸水堆積物は盆地を取り巻く分水界の内側

約250止㎜2の区域に主として分布する.分布区域は

低平な起伏の少ない丘陵地を形成し幅広い沖積原を伴

った河川によって開析される.陸水堆積物を構成する

ものは未固結～半固結の泥砂礫層のほか亜炭

泥炭珪藻土を含み沖積はん乱原湖成デルタ湖な

どの層相に区分できる.はん乱原成の粗粒堆積物は

地表においては盆地北半部に分布する.地下において

は第四紀堆積物の基底相を構成し盆地全域に発達する｡

主として湖成の泥質物からなる細粗堆積物は盆地中央

～南部に分布する.主に砂から在る湖成デノレタ堆積物

は湖成堆積物の北縁を占める.第四紀堆積物の最大

層厚は不明であるか盆地南西部の地下水探査井は深度

457mに達し杜お基盤に到達していない.湖成

堆積物を堆積させた湖は盆地南方のマハバラト山脈

(M.h.bh｡｡｡tL.kh)が南流する先行河川バグマティ川

(B.gm.ti)の下方侵食を上回る速度で上昇することによ

っておそらく更新世に出現し完新世に排水した.

天然ガスは主としてはん乱原性の粗粒堆積物中に

水溶性ガスとして賦存する.ガス徴は盆地西部のカ

トマンズ市および南接するパタン市内の深度20～

330mの多数の水井戸に見い出される.200m以深に伏

在する礫質砂層が有力な貯溜層を形成する.内径1.5

インチの側管をもつ自噴井の中には70m3/d程度のガス

を産出するものがあり坑口におけるガス水比は1:2に

達する.ガスの主成分構成はCH475～80%C0214

～23%N･1.5～6%である.泥質堆積物の分析値は

炭素質粘土が有力なガス母層となり得ることを示す.

カトマンズ市街地南部においてはガス水比の特に高い

優良な鉱床カミ把握された.この地域の面積約4km2の

区域においては200m以深の地下水中のメタン飽和度
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が100%を越える.ガス層の厚さを60m孔隙率を35

%面積を4km2とするとこの区域の計算飽和ガス

埋蔵量は4･2×107m3となる.坑井資料重力探査

資料などによると水溶性ガスの貯溜層となり得るはん

乱原性の粗粒堆積物は盆地全域に広く伏在する.し

たがってカトマンズ盆地内にはカトマンズ市街地南

部区域以外にも優良な水溶性ガス鉱床の潜在する可能

性がある.カトマンズ盆地のガス鉱床はタイプ規

模等において100年間にわたって生産の続けられて

いる長野県下諏訪湖南岸のガス岡に類似し民生用燃料

ガスとしての開発が期待される.

はじめに

ネパｰル王国は概して地下資源に乏しい.石油は産

出せず石炭も商業規模のものは発見されていたい.

石油は中東やソ連から輸入されるが1,000km以上も

離れたインドのカルカッタ港(写真1)に陸揚げされ

そこで製油されて何目も掛けて陸路を搬入される.

したがって主都カトマンズ市の燃料亭庸は極めて悪い.

山また山の国であるから家庭用の薪炭位には不自由し

ないだろうと思われ勝ちだがそれさえも著しく不足し

ている.この地方にはカトマンズ市に充分な量の薪

炭を供給できるような森林資源もまた道路網もない

のである.

日本からネパｰルに向うとき幅50肱mにも達する世

界最大のガンジス･デノレタからヒンダスタン平原の上空

を経てカトマンズに入るカミよく晴れた乾期にここを

飛ぶ旅行者ははてしなく広がる赤茶けた大平原が無

数の集落によって覆い尽くされている風景を眼下にし

背筋の寒くなるような思いにかられる.この人口欄密

地帯の上を800量Inも飛行した後ネパｰルとの国境を

横切りヒマラヤの前縁山脈の上空に差し掛ると大地

は突然波うち始めて地形は一変する.しかしここ

でも人間生活はダイナミックに営まれており段々畑の

耕地は山頂にまで達する.インド亜大陸の人口は平地

からあふれ出てヒマラヤの前縁山脈を越えはるか大

ヒマラヤの雪線の直下にまで及んでいるのである.こ

のようなわけでヒマラヤ山脈の中といえども質の良

い森林資源は少なく道路網の未発達とも重荷り人口

集中地では薪炭にもこと欠くのが現状となっている.

カトマンズ市内では薪売りの姿がよく見られる.山

地の住人が背負って長い道のりを徒歩で売りに来る

のである(写真2).したがって値段は高く10良g当

たり3ルピｰ円に換算して約55円である.農業労働

者の目当が6ルピｰ(約110円)といわれるから1目

分の目当で買える薪の量は20}gにすぎない.この国

の諸物価に比べてもこの薪代は異常に高い.そこで

庶民は家庭用燃料として“牛糞"を常用し自衛してい

る.よく知られるようにネパｰノレは年上位の国であ

る.ヒンズｰ教を国教とするこの国では牛は神の使

いとしてあがめられる.車の運転者は人ははねても

牛は絶対にはねるなと教えられる.牛をあやめると極

刑に科せられるのである.牛は交通ルｰルなど全くお

かまいなしに街中を悠然と歩き回りところ選ばず排

泄し庶民に燃料を提供する.壁に張り付けて乾燥させ

た餅盤状の牛糞(写真3)を竹かごに乗せて天秤棒で

運搬する姿はカトマンズ風物の1つである.

カトマンズ盆地には第四紀の陸水堆積物カミ発達してお

りその分布区域の地下水井戸には多数のガス徴が知

灘･1

写真1インドカノレカッタ港の一部ガンジスデルタ上の

カルカッタ市内に位置する内陸港外洋(インド洋)

とはフｰグリｰ川によって100km以上隔てられ

る

写真2薪売りに下りてきた山地の住人カトマンズ市内にて�
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られている.それらの一部はすでに調理用燃料として

使用されているものの利用度は低い.

図3

中部ネパｰルの構造図

1.先カンブリア時代の片麻岩ミグマタイト

結晶片岩

2.先カンブリア時代後期～古生代中期の変堆積岩

類

3.花開岩

4.シワリク統

(GムNssER1964およびHAsHIM0T0

eta1.,1973より編図)

ネパｰル商工省･鉱山地質局(D･p･･tm･nt･壬Min･･

｡ndG｡｡1.gy)はこの地方のひっ迫した燃料亭庸の緩

和を計るためそのガス鉱床の地質学的鉱床学的地

球化学的地球物理学的調査研究を計画した.筆者等

はその計画への協力のため1979年5月9目から6月

8目までの1か月間国際協力事業団を通じて同国へ派

遣され野外調査および室内分析を含む調査協力並び

にガス鉱床の探査技術ガスクロマトグラフによるガス

分析技術等に関する技術指導を行った.

地形

カトマンズ盆地はネパｰル･ヒラ

マヤの中央東寄りの小ヒマラヤ(L･sse･

Him･1･y･s)中に位置し(図2･3)ほ

ぼ円形を呈する山間盆地である(図4).

ネパｰル語には盆地を意味する言葉

がなくこの盆地は単に“Kathmandu"

と呼ばれる.欧文の文献では常に

“KathmanduVa11ey"(カトマンズ谷)

と記されているが日本語に翻訳する

場合には“盆地"と置き換えざるを

得ない.これは“Va11ey"のもつ意

味が日本語の谷とは幾分異なってい

るからにほかたらない.

図4はカトマンズ盆地の周縁を限る分水界とその内

側を示している.集水域は東西約25km南北19たm一

面積約400km2あり長野県諏訪盆地より若干大きい.

盆地中央西寄りに位置するカトマンズ市の標高は約

1,300mであり盆地南部における盆地内最低部バグマ

ティ(B.gm.ti)峡谷付近の標高は1,250m盆地内の平

地部の最高所の標高は約1,450皿である.盆地周縁に

はシワプリ(Siwapuri2,732m)マニキュア(Manicur

2,403m)マノ'デウポクリ(Mabadewpokhri2,164m)プ

ルチョウキ(Phu1chauki2,762m)チャッケル(Chakhe1

2,517m)ジャマコック(Jamacok2,096m)アｰレ(Aha1e

写真3壁に張り付けて乾燥申の牛糞燃料肥料ボｰリン

グ泥水の添加材にと用途は広い

写真4牛糞集めのお手伝い?

カトマンズ盆地東部バクタプｰルにて�
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2,321m)等が連たる･山地の地形帰岩質の違いによ盆地内の主要な河川は北部から南流するビスヌマテ

る風化侵食の難易度を反映して起伏に富む.谷や稜イ川(Bi･num.ti)東部から西流するマノハラ川(M｡一

線は地質構造を反映しWNW-ESEの方向性をもつn･h…)両者が合流した後南流するバグマティ川(写真

ものが多い.山麓から山頂までの比高は最大1,400m5)等である.バグマティ川は盆地南部のバグマティ

に達するが谷筋は概して短かく急転斜で下り山麓峡谷を出口として盆地外に流出しマハバラト山脈

に扇状地を形成する.谷の流水量は6～9月の雨期(M.h.bh｡｡｡tL.kh)を横断してはるか南のヒンダスタ

(表1)および降雨時を除くと極めて少ない..ン平原(Hindu･t･nP1･in)に達しガンジス川に合流す

盆地内を流れる川は一般に勾配が緩く平らで比較的る.

広い河床をもつ.河川による侵食段丘カミよく発達し

盆地全域に分布が認められる.段丘面の河床に対する地質

比高は盆地中央部および北部よりも盆地南部の方が大カトマンズ盆地の地質は先カンブリア時代から古生

きい.南部では段丘面が1,400mを越え局所的には代中期の変成～弱変成堆積岩類および第三紀の花騎岩

1,450mに達する.南部の河谷は第四紀堆積物およを含む火成類を基盤としそれらを著しい不整合で被覆

び基盤岩を深く侵食しつつ谷壁に急崖を形成する.する第四紀の河川および湖成堆積物等によって構成され

バグマテイ川の主流が南流するのに対してこれらの河その層序は表2のように区分される.

谷は一様に北流しており第四紀堆積物の堆積後の隆起

運動が盆地南部ほど大きかったことを示す.ビンフエディ(Bhimph.diG｡｡up)本属緯は盆地

表1カトマンズにおける1961～69年の月間平均降雨鐙

1月

�

2月

㈲

3月

㌲

4月

�

5月

�

6月､

㈵�

7月

㌷�

8月

㌵�

9月

��

10月

�

11月

�

12月

合計

�㌶�

単位㎜�
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表2カトマンズ盆地の地質層序

山麓扇状地堆積物

崖錐堆積物

新生I代…憾遂完繋此ザ砂シル/粘土珪藻土泥炭

{協燦鮒一礫砂シルト粘土｡泥炭亜炭

∴■∵㍗三∵∵

カトマンズ地方のプルチョウ

キ層群はチトラン層とチャン

ドラギリ層とに区分され盆地

の中～南部周縁山地に露出し

また盆地内にも島状に露出す

る.

ビンフエディ層群とプノレチョ

ウキ層群とが合体されカトマ

ンズ累層群(K.thm.nduC.mp-

1eX)と呼ばれることがある.

貫入岩類ペグマタイト花筒岩類塩基性岩類電気石花開粁(第三紀)チトラン層(Chit1angForma一

北半部の周縁山地および盆地南方に露出し(図5)結

晶片岩珪岩千枚岩石灰岩からなり一般に先カン

ブリア時代後期の堆積岩類であると考えられている.

シェオプリ注入片麻岩帯(Sh｡｡pu･iInj.ctionGn.is.Zon｡

図3)では結晶片岩類のほかに注入片麻岩が発達し

他地域より結晶度が高い.また歩帯中にはしばし

ば花南岩の貫入カミみられる.

プルチョウキ層群(Phu1chaukiGroup)

tion)本属は礫岩石灰岩砂

岩頁岩千枚岩からなり化

石は発見されていない.本属上部は上位のチャンド

ラギリ層と漸移関係にあることから後期オルドビス紀

に堆積したものであろうとされるが下部の年代につい

ては明らかにされていない.下位層とは断層関係にあ

りビンフエディ層群が本属に衝上している.

チャンドラギリ属(Ch･nd･･gi･iFom･tion)本属

は盆地南部のチャンドラギリ山およびプノレチョウキ山付

近に発達し珪岩砂岩(写真6)頁岩石灰岩からな

シェオプリ山地､

､狐.､キ4f茸為､､._､､4粒㌃f壮､

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十{

十十十十十十十十十十十十十十十十斗.十十十十十十十十十十十{

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十.
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トマンズ盆地の地質概念図
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芸'第四紀

ψ古流向

魎山麓扇状地堆積物

皿1皿湖麟瀞雀)

皿皿㎜湖麟織.､｡)

魍1沼沢性堆積物

騒湖成デルタ堆積物

鰯は帆原堆積物

ニニら;系:､麓ブルチ1ウキ層群

1カ川二11瓢蒜

A-A'およびB-B'は図13の地質断面位置を示す�
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ゆ三葉虫頭足類等の化石を産し下部はオルドビス

系上部はシルリア系最上部はコノドントによりデ

ボン系に対比されている.

火成岩類カトマンズ盆地北部のビンフエディ層群分

布区域には片麻状花嵩岩ペグマタイト等がみい出さ

れる.カトマンズ盆地南方のビンフエディ層群中には

塩基性岩類および電気石花開培が貫入しており後者の

年代は第三紀であるとされている.

第四紀堆積物カトマンズ盆地の第四紀堆積物

は盆地を取り巻く分水界の内側の低平な部分の東西約

25km南北約23kmの範囲に約250km2の面積をも

って分布する.その分布面積は分水界内の総面積の

60%に達する.ただし南部には分水界の外側にも小

範囲に分布する.分布域の標高は1,250～1,450mで

南流するバグマティ峡谷沿いの狭い区域を除げばカト

マンズ市街地付近が最も低い.

堆積物は粘土シノレト砂礫などからなり湖

沼沢地河川湖成デルタ山麓扇状地などさまざま

な堆積環境を示す.一般的に粗粒堆積物は盆地北半部

に露出し粘土およびシルトの卓越する細粒堆積物は

盆地南半部に発達する.細粒堆積物は平均200mの

厚さを有するカミｰ部においては450mを越えて厚く発

達する.細粒堆積物の下位には粗粒堆積物カミ厚く

広く伏在する.M0B脳Yムs亘IandMARUo(1980)は

重力探査により(図6)第四紀堆積物の最大層厚を600m

余り(図7)と見積っている.

写真5盆地南部を流れるバグマティ川

する同層群および両者の間に約25k㎜の幅をもって分

布する古生界プルチョウキ層群はそれぞれ複雑に榴曲

しヒマラヤ方向に調和的なWNW･ESE方向の1つの

複向斜構造を形成する.その向斜軸部は盆地南縁部

のGodawari-Pharphing付近にありチャンドラギリ

層の石灰岩によって占められる.

カトマンズ盆地の湖成堆積物を堆積させた湖は盆地

南方のマハバラト山脈の古期岩類の更新世(?)にお

ける急速な隆起により形成された構造湖であり先行河

川として南流していたバグマティ川の下方侵食が隆起

に追いっけなかった結果流れがダムアップされてでき

たものと解釈される.湖の排水は炭素質堆積物中の

C14による年代測定の結果から5,000年前以降の出来

事とされる(Bo･sc･･1974).

先第四系の地質構造カトマンズ盆地北部に発達

する先カンブリア界ビンフエディ層群盆地南方に発達

第四紀堆積物

盆地内に広く発達する第四紀堆積物は粘土シルト

写真6チャンドラギリ層の珪質砂崇露頭

写真7チャンドラギリ層の石灰岩を焼くネパｰル唯一のセメン

ト工場(表紙説明文参照)�
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表3第四紀堆積物の麗相区分

�堆積環境�福州

再杣I�1111手111はん乱原�〈11二方細粒化型の堆禎サイク1レを示す〉

I齪�河川流路�(礫質)非n.粒砂

王b�は1んらん原(沼沢地を含む)�砂榊'I1土およびシルト

層柵II�湖成テリレタ�

II齪�ゲルク前縁部およびデルタ斜面部�細～･l1粒砂

IIb�デルタ1頁部側方沼沢地�｣災勅｣蜥土およびシルト

蒋柵m�湖�

m固�供締源に近い区域(盆地■11部〕�シルト･砂7胴

mb�一盆1柵燃部1�葉理粘1二および細粒砂

mc�供給源から遠い区域1盆地南部〕�粘土(〕土しは稚激1ないし炭素｣1{)

�����

lBH･1〕

���

(BH･9〕

図8

��協��

������

{BH郷〕LAGANTOLL

{BHユ6〕130.m

�

づOO

つ｡o

一300

角OO

第四紀堆積物中に掘削された地下水井の坑井地質柱状図

(その1)坑井位置については図4参照

四紀堆積物の基底相として

中～南部の地表部を広く占める相層Iの湖成堆積物は

一般に約200mの厚さを有するカミ南部の一部の区域で

は400mを越え厚く発達するところがある.

盆地内には基盤岩が島状に露出するところも多く

第四紀堆積物の基底面の起伏の激しいことを示す.

第四紀堆積物の堆積後の変形は比較的少たく概し

て湖の排水時の形態を留めているが盆地南縁部のもの

は相対的に高い分布高度をもち排水後の上昇を示し

ている(図8).盆地北部の沖積はん乱原堆積物の中に

は南に5｡内外の傾斜を示すものカミみられる.

砂嬢などの砕屑性堆積物からなり亜炭

泥炭珪藻土を伴う.これらの堆積物は表

3に示すように層相I(沖積はん乱原堆積物)

層相n(湖成デルタ堆積物)層相皿(湖成堆

積物)の3相に区分することができる.こ

れらのほかに山麓型の扇状地堆積物も存在

しそれぞれの人よその分布は図5に示され

る.地表付近の層相は盆地北部から南部

に向かって層相I層相1I層相皿の順に移

化し細粒化する.

層相Iの沖積はん乱原堆積物は盆地北部

に露出するほか坑井地質資料(図8･9)に

よると中～南部の層椥I正の下位も含め第

盆地全域によく発達する.

鰯相I(沖積はん乱原堆積物)この層相に該当する堆

積物は礫砂シルト粘土などからなり通常5～

10mの厚さの粗粒堆積物と数mの厚さの細粒堆積物と

���

��

)∫��������

S工.L300阯����㎜織絆瀞撒絆岨(〃)����

�����一一一���

����一����O

��������S[.､300列

�灘1�������100

■■一■1一■���…�����

･一■■一■一一'■一■■一■'一■�一'一一一一■一一一一一一'一";…=:=��一'一一一一�一一一'■�一一■一■一:三=:===一�■一一一■一一':=:�一一一�

一`■■■一一`一一■一一一一��������200

一一'一'■■一一一一'��������

鷲窯11��������

娑≡…1…1����:1111･����300m
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≡*出土･ソルト慶竃細粒砂

匿1…ヨ砂質シルト睡覇粗粒砂

睡圏砂･礫

睡囲礫

{S[1.30011可

図9

第四紀堆積物中に掘削

された地下水井の坑井

地質柱状図(その2)

坑井位置については

図4参照�
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層相工

K一ユ5

�㈰

長一2勾

層相

炭素質粘土(黒色)

炭素質粘土(賠灰色)

灰色粘土

(盃少質)シルト

≡……姜糸田*並石少

灘榊霧質同時雫食礫

距一ユ8｡ユ9

�㌰

��

･0

堆

造

慰

'一'■■

水平層理･平行葉理

砂滋式斜交葉理

小規模斜交層理

大規模斜交層理

■

図10第四紀堆積物(層相I)の地質柱状図位置については図4参照

の組合せを1つの単元とする上方細粒化型の堆積サイク

ルを形成する(図10およびグラビア写真3参照).盆地北

部においては地表および地下に発達する.盆地中～

南部では200m以深の地下に発達し水溶性ガスの主

要な鉱床を胚胎する.

図10にに示されるようにこの堆積物のサイクル単元

は礫または砂をもって始まりしぱしば最下部に泥質の

同時礫を含む.基底部は常に下位単

元と侵食面で接しており下位の堆積

物を侵食しづつ堆積したことを示す.

砂層中には斜交層理や斜交葉理カミよく

発達する.

単元上半部の泥質部は灰色粘土お

よびシノレトを主とししぱしぱ薄い砂

層および現地名を“カリマティ"(Ka1i-

m･ti)と呼ばれる黒色ないし黒灰色の

炭素質粘土をはさむ.泥質部はま

た青緑色の藍鉄鉱〔vivi.nit｡:F.2｡

(PO｡)｡･8H.O〕を斑状に含み風化し

て肥沃な土壌とたる.

あろう.有機物に富んだカリマティは

消長した沼沢地の堆積物であろう.

層相1I(湖成デルタ堆積物)盆地北部に分布するはん

乱原堆積物(層相I)と中～南部に分布する湖成堆積物

(層相皿)との間に位置し両者の漸移相をなす砂の優勢

な堆積物を層相1Iとして区別した.

以上のような特徴から層相Iに属

する堆積物は沖積はん乱原上を蛇行し

側方に移動をくり返した河川に由来す

る堆積物であると判断される.図11

にも示されるようにサイクル単元下

半部の粗粒砕唐物は河川流路の堆積

物であり同上半部の細粒砕贋物は

流路側方のはん乱原に由来するもので

はん乱原上に

YY､'Y

.YY･}･

〉ヤ

�

自然堤防決壊

堆積物.

図11

�

心淳1等ボ､勅､蛇行とつ端砂州側方浸食㈱坊堆積物

昌…≡……≡…≡…≡_､'YYYYY,I一一→一

一一割y.Y,Y.Y側方累積

一…萎萎萎一y(洪水時水面)_

一一_三笠_._基1

.二一一一三…≡……茎二嚢河川水路

､妻鰯…護､.(平常水面))

僚吐下位堆積物

はんらノ)原上における上方細粒化型堆積物の形成機構を示す模式図(滝沢文教1976より)�
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本相に属する堆積物は主として成層砂層からなる層

相〕Iaと粘土およびシノレトの優勢な層相]Ibとに細分

される(図12).層相I〔aは層相]Iの主体をなし淘汰の

よい申～細粒砂からなり斜交層理および平行葉理が発

達する(写真8).盆地中央部のトリブバン空港(T･ib-

huwanんrpo.t)西側の環状道路(RingRo.d)沿いにお

いてはデルタを特徴づけるクリノフォｰム(･1inofom)

を示すシノレト質砂層がみられる.層相1Ibは層相】Ia

に比べてより細粒の堆積物からなり'層相IIaに隣接

して分布する.この層相中の粘土は有機物を豊富に含

み暗褐色を呈する.

層相上の特徴と分布位置からみて層相皿aの堆積物

は湖に開いた河口付近に形成された湖成デノレタの堆積

物であろうと考えられる.層相IIbは湖成デルタ付

近の低湿地ないし沼地に由来するものであろう.

この層相の地下における分布については資料が不十

分なため不明であるが坑井地質資料によると空港付

近には深度75～125mにも本相に相当すると思われる

砂層カミ存在する.

層柵

峠一25

旺一25

皿乃

k-2ア

��

癩相皿(湖成堆積物)本相は細粒の湖成堆積物によ

って代表され皿a皿b皿｡の3亜相に細分される.

盆地中～南部に分布し未固結～半固結の泥層を主とし

薄い細粒砂層および珪藻土を伴う(図9).

層相皿aは縞状細粒砂および細粒砂とシノレト～細粒

砂質泥の互層によって代表され優砂部には斜交葉理

や平行葉理がよく発達する(写真9およびグラビア写真2参

照).この亜相はカトマンズ市街地北部から盆地中央

部のティミ(Thimi)にわたり層相瓦に南接して分布

する.層相皿bには極細粒砂およびシノレトの極薄層

有機物を有む暗褐色粘土葉理などによって彩られたシ

旛棚

��

∴

図12

第四紀堆積物(層

相■および皿)の

地質柱状図

位置については図

4参照

ルト質粘土を主とする縞状泥層などが含まれる(写真10).

カトマンズ市街地西～南部に分布し層相皿aに南接す

る.

層相皿｡は灰色～暗灰色の粘土(写真11)に黄白色の

珪藻土を伴う堆積物からなり盆地南部に広く分布する.

この亜相中には有機物に富んだカリマティがしばし

ば含まれる.地表部におけるカリマティは盆地周縁

部に偏在する傾向が認められる.

写真8湖成デルタに堆積した中～細粒砂(層相I[a)

写真9湖に堆積した砂およびシルト互層(層相皿a)�
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SINGHA亜炭泥炭など有

�

600!一_一1によるとこの部

mノ

分の電気抵抗のパ

､｡繍…滞･縦…lB㌶す蝋

(･)織飾辮･1(搬｡｡搬金蔓蝶1熈(･〕

500012345㎞＼ぐ:'..'''!1一一一'みられる北部のも

60α､一一』'

図13第四紀堆積物の地質断面図断面位置については図4および5参照ことからこの部

分も河川作用により形成された層

.凸･μ1

r一一…一L……H一一一相Iに相当する堆積物であると言え

附"01〃舳7〃"09

よう.水溶性天然ガスはこの堆

Surfo岨

積物中の砂礫層を貯留層としている

ものと見られるが砂礫層はその成

因を反映してレンズ状あるいは

帯状に分布する特徴をもつのでガ

スの探査･開発はこの点に留意し

つつきめ細かく行う必要がある.

カトマンズ盆地内には多数の地

下水開発井が掘削されているが盆

地周縁部のものを除いて基盤に連

1ア0160したものがないため第四紀堆積物

りμ3りμ2の真の厚さは明らかにされていたい.

舳08舳9帥5舳05舳2ア盆地内の最深の坑井は盆地南部の
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Ha工isidhiに掘削された地下水探査

井(図4･8)である.このボｰリ

ングは深度457mに達しているが

湖成と思われる泥質堆積物の中で掘

りとめられ基盤には到達していな

い.ところで基盤岩と第四紀堆

積物との密度差を｡.89/cm3と仮定

して計算したM0RI趾Yムs亘Iand

M畑Uo(1980)による重力解析結果

によれば第四紀堆積物の厚さは

最大600m余りとなり最大層厚部

はカトマンズ市街地とその東方に

隣接するトリブバン空港との間に位

置する(図7).(つづく)

図14第四紀堆積物中に掘削された地下水井の電気検層図

(BINN1Eandpartners1973より編集)�


